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【問題と目的 】

　 早期か ら保育 を経験す る こ とが 子 どもの 発達に悪 影

響 を及ぼすの で はな い か、と い う危惧 は、一
般的に も、

また専門家の 間に も存在 して いる （網野 ら、2003）。そ

の 背景に は、
’

「3歳まで は （母）親が子 育て に専念して

育て るべ き」 とい ういわゆる
“

三 歳児神話
”

が根強くあ

る とい え るだろう。

「
乳児保育の需要が高ま り、実際に発

達早期から保育を経験す る子どもが増加して い る現在、
保育が子どもの 発達に いかなる影響を及ぼすの かに つ い

て、価 値 論、観念 論 を超え た 実証 的な検 討が 必 要で あろ

う。そ こで 本研究で は、乳幼児期における保育経験やそ

れ に つ い て の 認知が、そ の 後の 心理 社会 的発達 とい か な

る 関連を持つ の か に つ い て 明 らか にする こ とを 目的とす

る。そ の 際、保育が子どもの発達 に及 ぼす中・長期的な

影響 に つ い て検討する ため、思春期 ・青年期に あた る 中

学生、高校生を対象と して横断的な 調査 を行う。また、
心理 社会的発達につ い て は、個人の 発達 と適応 に深く関

与 して い る と考え られ る 領域、すなわ ち親子関係の発達、
仲間 関係に お ける適応、自尊心の 発達．行動問題の 発達

を取 り上 げ、保育経験 や保育 につ い て の 認 知との 関連を

検討する。
【方法 】

  調査対象 ： A 市の 中学生 ・高校生 2532 名 （中学 3校

　1357名、高校 4 校 ll75名）（回収率 93．1％）、お よ びそ

　 の 保護者 2007名 （回収率 73，8％）。子どもの年齢は、
　平均 14．9 歳（SD ＝1．6，レ ンジ 12−19歳）。ただ し、保 育

　経験 につ い て正 確なデータ を得るため、保護者の 回答

　 も揃 っ て い る 1983名 （女子 1158名（59．7％）、男子 783

　名（40．3％）、性別不 明 42 名）に つ いて分析 を行 っ た。

  調査時期　 ：2002年 ll月〜12月。

  調査手続き ： 子 ども調査用 質問紙と保護者調査用 質問

　紙 を作成 した。いずれ も無 記名回答だが、親子ペ アを

　識別する ため の番号 を表紙に つ け、学校を通 して配布、
　回 収 し た。プライバ シ

ー
に 配慮 し、回答者自身が個別

　の封筒に入れ、封 を した もの を回収 した。
【結果と考察 】

　まず、 質問項目につ いて、項目群ごとに 因子分析 （主

成分解、プロ マ ッ ク ス回転）を行い、以下の 12変数を生
成した。（D〜  は乳幼児期 を回顧 して の 画答、｛7｝〜

（12）は現在に つ い て の 回答を求め た もの で ある。（10）の
み 5件法、他は い ずれも 4 件法で あ る。
（1｝母親の 就労の 肯定 （5 項目、α

；．79）
  保 育経 験 の 肯 定 的評 価 （8項 目、α ＝ ．84）
（3）保育 に伴う分離時の 父親希求 （4 項目、α

＝．71）
（4）父親の ゆとりある関わり （3項目、α ； 、60）
  保育 に伴う分離時の 母親希求 （4 項目、α ＝ ．75）
（6｝母親の ゆと りあ る関わ り （3項目、α

＝60）
｛7）父子関係の安定性 （14項目、α

＝．87）
（8）母子関係の安定性 （14項目、α ＝ ，87）

　（9）仲間関係にお ける適応 （8項目、α
＝．66）

　〔10）自尊心 （9項 目、　α ＝ ．79）
鹽
：自尊感情尺度 （山本

　 　 松井，山成 1982）全 10項目か ら因子 分析によ り9項 目を採用。
　（U）外在的行動問題 （8項目．α ＝．81）
　
』
q2）内在的行動問題 （2項 目、α ニ ．74）
（1）相関分析 （表 1）

　 現在の 「父子関係の安定性」 は、乳幼児期 におい て 父

親は普段からよく関わっ て くれた とい う認識（「父親の ゆ

とりある関わ り」）との 間に 有意な正 の相関が見 られた

　ts．53，pく．000D 。同様 に、現在 の 「母子関係の 安定性］

と、乳幼児期の 「母親の ゆと りある関わ り」 との問 に も

正 の 相関が見られ た （F ．5Zp く ．000D ．回顧データで ある

た め、実際に幼少期にお い て 、そ の よ うなゆ と りの ある

応答的な関わ りをどの程度受けて いた のか に つ い て確か

め る こ とはで きな い。また、現在の 親子 関 係の 安 定性が

回顧データ に影響を与え て い る と も考 え られ る。しかし、
少な く とも子ども 自身が 「幼 い 頃、忙しくて もよ く関わ

っ て くれ た 」 と認識して い る こ とが、思春期 ・青年期 に

おける親子 関係の 安定に 関連して い る こ とが 示された。
　 さ らに、現在の 「父 子 関係の 安定性」 は、保育に伴 う

父親 との 分離に対して、寂 し い気持 ちや 父親を求め る気

持ち を感 じて い た こ と （「分離時の父親希求」） と有意な

正の 相関が見られた （i−．33，pく ．ao1）。同様に、現在の 「母

子 関係の 安定性」は、「分離 時の 母親希求」 と関連 して い

た （ti．29，pく ．0001）。保育に伴う親 との分 離は寂しか っ た、
家に い て ほ しか っ た、と い う子 ど もの 認知は、思春期 ・

青年期に おける親子関係の安定性を 阻害する の で はな く，
むしろポジティ ブな関連を持 っ て い る ことが示 された。
　　「仲間関係における適応 」、「自尊心 」、盗み や 暴力、
タバ コ など非行 に関す る項 目か らな る 「外在的行動問題」、
不登校傾向や引きこ も り傾向を表す 「内在的行動問題」

は、い ずれ も、保育経 験の 評価や 保育 に伴う親との 分離

に関する認 知との 問に強 い 関連は見 られ なか っ た。 また、
これ ら 4 変数は、親子関係の 安定性 との 問 にも低 い 相 関

しか 見 られ なか っ た （有意で は あ るが サ ン プルサイズが

大きい こ とを考慮）。したがっ て、仲間 へ の 不適 応．自尊

心の 低 さ、行動問題は、乳幼児期の 保育経験やそ れ に伴

う親との分離に起因す るの で はな く、また現在の 親子関

係に 強く規定 され るので もない とい うこ とが 推測 される。
　そ の一方で、「内在的行動問題」 は 「仲間関係に おけ

る 適応」（r−一．36，pく．00Dl）お よび 「自尊 心 」（r＝一．33
，p＜．0001）

との 間に それぞれ負の相関が 見られ、仲間関係の 困難や

自尊 心 の 傷 っ き、とい っ た現 在 の 心 理 社会 的不適応と関

連がある こ とが示され た。こ れらの結果 か ら，「内在的行

動問題」 の 発達は，乳幼児期の 保育経験やそ れに伴う親
と の 分離 ある い は親子 関係に起因す る とい うよ りも、
むしろ 家庭外でめ仲間関係の あ り方や 学校で の 適応 とい

っ た、現在の 心理社会的適応に大き く依拠して い るので

はない かと考えられる。
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（2）分散分析 ：，保育経験X 性別 によ る比較 ．
．

　現在 の親子関係、心理社会的発達 に 関する変数  冨
「

（12）を それ ぞれ 従属変数ζじ、保育経験 ×性別 の 2要 因

分散分析 を行っ た （図 1〜図 6）。保育経験は、保護者め，
回答 に基づ い て 子 どもの 回答 を適宜修正 した 結果．  0
歳か ら保育所 61名1  ユ痘 含歳前から保育所 136名、 
3歳か ら保育所 413名，、  幼稚園 985名、  保育所だが

始期不 明 49名、  保育所と幼稚 園両方を 経験 236名、 
そ の 他 87名、不明 16名で あっ たが、分析にお いて は 
〜  の 4 水準とした。
　 い ずれ も全 体 として 5 ％水準で 有意で あっ たが、交互

作用 は いずれ も有意で な く、性別 によ っ て保育経験 の 効

果の あ り方が異な る こ・とは な い と い う ことが示 され た。

性別の 主勃果はいずれも 5％水準で有意で あっ た （性差

にっ い て ば鹵を参照されたい ）。 保育経験の 主効果が有意

で あっ たの は、「母子関係の安定性」 「外在的行動問題 」

「内在的行動問題」の 3 変数で あっ た。これらに つ い て、
Scheffeの方法 によ る多重比 較 を行 っ た結 果、「母子 関係

の 安定性」は、  群 （1〜3 歳前か ら保育所1が  群（3歳

か ら保育所）お よび  群 （幼稚 園 ）よ りも有意 に高かっ た

（図 2）。すなわち、1〜3歳前から保育を経験した群は、
3 歳以降 に保育

’・
（保育所 t 幼稚園）・を経験 した群よりも

思春期
・
青年期の 母子関係に お い て 高い 安定性を示す と

い う結果で あ り、
“
三歳児神話：

’
に代表 され る ような、低

年齢か ら保育を経 験する こ とが母 子 関係 を 阻害す る の で

は な い か とい う危惧 は、妥当でない とい える。

　表 1　変数間の相関係数
』
　 （太字 は f ＝．30以 上 ）

　 また、
厂外在的行動 問題 」 お よ び 「内在的行動問題 」

は、  群 ｛3歳か ら保育所1カ  群 〔幼稚園）よ りも有意に
・高か っ た．（図 5、図 6 ）

，
よ り詳細に 検討するた め、各変

数を構成す る 10項目にういて 、それ ぞれ 同様の 2 要 因分

散分析を行 っ た結果、「外在的行動問題 を構成する項目

の うち一］
t
盗みや暴力 に 関する 項 目 にお いて は保 育経 験の

主効果は有意でな く、「タバ コ を吸 っ て み る こ とがあ っ

た」 とい う項 目に おい て の み有意 ，（  群〉  群  群）で

あっ だ。「内在的行動問題」で は 「学校へ 行きた くな い こ

とが たびたびあっ た」 とい う不登校傾向を表す項目に お

い て の み，  群 〉   群 と い う群間差が見 られ た。上 記

　（1）の 相関分析 の結果か ら、行動問題は、保育経験 の

評価や親 との 分離 に 関す る認識と関連が 見られなかっ た。

その
一1で 「内在的行動問 題」 は i／仲間関係 における適

応や自尊 L・の発達 との 関連が見 られた （表 1）。したがっ

て 、3歳以 降に 保育所 に 通 っ た群 の タバゴへ の 接近や 不

登校傾向の 高さは、少な く とも子ども自身の認 知にお い

て は、保育経験に 直接起因 す る と考 え る こ とは妥当で な

≦、む しろ、この群にお ける仲間関係の あり方、学稜へ

の適応ξい っ た、、現在の 心理社会的適応の 説明力がよ り

大きい と考え られ る。こ の 点 に つい て は、今後 さ らに検

討が必要で ある。そ の際 いずれ の 結果も、低年齢（3歳
未澗 か ら保育 を経験する こ とが行動問 題の 発達 に 関連

して い る と い う結果で はな く、また保育所経験群全体が

幼稚 園経験群 よ りも行動問題 を発達さぜて い るとい う結
果で もな炉こと に、十分留意する必要があろ う♂
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図4 　自尊心
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　 　 図 5 外在 的 行動 問題

ii癰懿
　　　   　　  　　  　　 
　 図6 ．内在的 行 動問 題　
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注）  O歳か ら保育所   1〜3歳前か ら保 育所   3歳か ら保 育所 、  幼稚 園　E≡一
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